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Watching Japanese Cup Saké 

カップ酒ワールド FOODEX の展示品プレヴュー
展示テーマ 1「カップ酒ワールド」

Sienna’s Watching 
シーナズ・ウォッチング 兼 チャーオ、シーナです。■実は私、「六角精児の呑み鉄本線・日本旅」（NHK、BS 放送）のファン。「ローカル鉄道旅」の先々で、酒蔵を探訪して「酒」を飲み、

居酒屋を訪ねてまた「酒」を飲む、列車の中でも車窓を眺めながら「酒」をイッパイ、という「鉄道＋酒」のシリーズ番組。番組の最後、旅の終わりはたいてい「夕
暮れ時のカップ酒立ち飲みシーン」で終わります。この番組を見るたび、「ニッポンのカップサケっていいな」と、なぜかイタリア人の心はくすぐられるのデス。
■今回はカップ酒を集めてみました。先駆者「ワンカップ大関」の発売が1964年だそうなので、今年で60年。カップ酒の市場サイズは減少が続くそうですが、
根強い人気。実に様々なブランドがあることも魅力です。■「一合（または 200ml）のサケを楽しむシアワセ」には「日本の文化」を感じます。FOODEX 
2024 でも展示します。東京ビッグサイトでお会いしましょう。　　　　　　　　　　　　　　　( pictures = Sienna K. Emiri)　

カップ酒：代表的商品、目を引くデザインの商品を掲載したもので、当社の資材が使われないものも含まれます。　キャップ：当社が製造するカップ酒の広口キャップの事例です。



期間：2024 年 3 月 5 日（火）〜 8 日（金）
場所：東京ビックサイト

当社ブース：：東 3 ホール T04
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アルミ缶のカップ酒も観察 
Also watching Canned Cup Saké 

     FOODEX の展示品プレヴュー
展示テーマ 4「ガラスびんやラベルなど」

     FOODEX の展示品プレヴュー
展示テーマ 3「お酒のキャップはきた産業」

今年も FOODEX 展示会に出展します。
東京ビックサイトでお会いしましょう ！

■「清酒アルミ缶」は「カップ酒」と同じくらい歴史があるそうです。清酒アルミ缶の代表商品、「ふなぐち菊水」の発売は1972 年だそう。■ガラスびんのカッ
プ酒よりは少ないかもしれせんが、清酒アルミ缶も実に様々なブランドがありますね。現代のライフスタイルにもあっているせいもあるのか海外でも人気で、輸
出専用のアルミ缶ブランドも多いそうです。■「ガラスびんのカップ酒」も「アルミ缶の清酒」も、「ジャパニーズサケ文化」ですね。

■「安全」「環境」に貢献する、
お酒のキャップをご提案しま
す。■メタルキャップの中で

「BPANI」対応（ビスフェノー
ル A の意図的添加がない仕様）
の普及が一番遅れているのが、
カップ酒の広口キャップです。
BPANI の広口キャップをご提
案しています。■ご採用が毎
年増えているサケびん口規格
のキャップ「AZK」は、2023
年から植物由来樹脂 10％が
標準。100％仕様もあります。
■「グリーンキャップ」（Guala
社）は、アルミのスカート部を
回すと、びん口から取り外せる
ワインのスクリューキャップ。
ガラスとアルミの分別回収に
貢献。

     FOODEX の展示品プレヴュー
おまけテーマ「オーク樽」

■国産ガラスびんのほか、ヴェラリアやエスタルの輸入びんをご提案します。
■ラベルやカートンは、DKPrint の製品をご提案します。総合力とデザイン
提案力でお役に立ちます。お酒のパッケージならお任せください。

■ 2023 年からオークバレルがグループ
会社になりました。オークバレルが扱う、
ワイン用の洋樽も展示します。

FOODEX の展示品プレヴュー
兼（続）シーナズ・ウォッチング

Sienna’s Watching (continued)

展示テーマ 2「お酒のアルミ缶」


